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日本産婦人科医会共 同プロ グラム

2，産科医療補償制度原因分析委員会報告か ら

症例か ら学ぶ シ リ
ーズ （1）

日産婦誌66巻 2号

  脳性麻痺に至 っ た子宮内感染 （絨毛膜羊膜炎）の

胎児心拍数モ ニ タ リ ン グの特徴

国立 成育 医療研 究 セ ン タ ー 塚 原 優i 己

　再発防止委員 会第 3 回報告書に よ れ ば，2012

年 12月末まで に原 因分析 報告 書 が 公表 された

188件に つ い て
， 脳性麻痺発症の 主た る原因 とし

て ，単
一原因に より発症 した事例 106件中，絨毛

膜羊膜炎 （以 下 CAM ）を含めた感染が原 因で あ っ

た事例は 5 件で ，常位胎盤早期剥離 48件，臍帯脱

出を含め た臍帯因子 30件，臍帯破 裂 6件 に次 ぐ頻

度で あ っ た．ま た複数の 原因が 関与 した事例 39
件 中，CAM を含 め た感染が原因で あ っ た事例 は

11件で，臍帯脱出 を含 め た 臍帯因子 20 件 に次 ぐ

頻度で あ っ た．原 因が 明 らか で ない か特定困難で

あっ た 43件を除い た 145件中 16件 （ILO％）で脳

性麻痺の 原因に感染が関与 して い た こ とに なる．

この数 は決 して少な くはない ．こ れまで に，正期

産児 に お ける子宮内感染は脳性 まひ の 割合 を 3
入／千人か ら 8人／千入 にあげる

， 臨床 的 CAM の

脳性麻痺発症リ ス クは非感染 よ り 140％ 増加 し，

組織学的 CAM で も 80％ 増加す る，などが 報告さ

れ て きた．

　CAM の 診断確定に は娩出され た胎盤 ・
臍帯 な

どを用 い た組織学的検査 が必要 だが ， 日常の 分娩

管理の 現場で は，母体の発熱，頻脈，白血球増多，

CRP 上昇，子宮の 圧痛，腟分泌物 ・羊水の 悪臭や，

胎児の 頻脈な どか ら CAM を診断して い る．これ

らの 項 目は CAM に特異的なもの では な く，した

が っ て組織学的 CAM との
一

致率 も低い ．分娩時

に母体発熱 ・母体頻脈 ・胎児頻脈の す べ て を認め

て も，組織学 的 CAM の 感度は 18．3％ に過 ぎない

ない とも報告 されて い る．一
方で，この なか に は

感染が 進行 してお り早急 に児娩 出が望 まれ る例 も

含 まれて い る．CAM に よる脳性 まひ を予防で き

る治療法が ない 現 時点で は，CAM が 疑われた場

合に は速や か な児娩 出を目指すこ とが望 ましい ．
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